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スクールカウンセラー出勤日 

＊毎週月曜日・毎週金曜日  変更することがあります。 

日 曜 行      事 

1 日 都民の日 

2 月 委員会 早寝早起き朝ごはん週間（６日まで） 

3 火 社会科見学（３年） 

4 水 午前授業 

5 木 運動集会 

6 金 生活科見学（１年） 

9 月 スポーツの日 

10 火 安全指導 総合校外学習（５年） 

11 水 特別時程 蓮沼中２年生職場体験（１３日まで） 

12 木 歯科検診（２・４・６年） 

13 金 避難訓練 

14 土 学校公開 道徳地区公開講座 

16 月 午前授業（６－２以外） 

17 火 
生活科見学予備日（１年） 

あいさつ運動（10/22まで） 

18 水 特別時程 

19 木 歯科検診（１・３・５年） 

20 金 午前授業（１年） 遠足（３年） 

23 月 クラブ活動 喫煙防止教室（６年） 

24 火 特別時程 地域清掃 

25 水 
特別時程 交通安全教室 

午前授業（３－３以外） 

26 木  

27 金 秋の読書週間始（１１/９まで） 

30 月 
笑顔と学びの体験活動プロジェクト 

（オリンピアン授業５・６年） 

31 火 
遠足予備日（３年） 

みらいエールキャリア教育（６年） 

おなづか  
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よりよい ICT機器の活用のために 
情報担当 

児童用タブレットが配備されてから３年が経過しようと

しています。ご家庭での使用状況はいかがでしょうか。 

 児童の様子を見ていると、自分たちで用途に合ったツール

を選択して使用している姿が見られています。ICT活用スキ

ルも非常に高いです。しかし、中には誤った使い方をしてい

る児童がいるのも事実です。今後も情報モラルの指導をして

いくとともに、児童には「もっとこんな使い方があるよ！」

と提案していきます。児童にとってICT機器が理解の手助け

となっていくように教職員一同で努めていきます。ぜひご家

庭でも使用上のルール等のお声掛けをお願いします。 

夢をもつことの大切さ 

副校長 小沼 一実 

 

日本の様々 な地点で観測史上 1 位の暑さを記録した今年の夏が

終わりましたが、まだまだ暑い日が続いています。長期予報では、

暖冬という予想も出ています。季節の変わり目ではどうしても体調

を崩しがちになり、また新型コロナウィルスやインフルエンザなど

の感染症拡大に歯止めの掛からない状態が続いています。各御家庭

におかれましては、引き続き感染防止に努められ、「早寝・早起き・

朝ごはん」の励行など、お子さんが衛生的で健康な生活を送れるよ

うに御配慮をお願いいたします。 

今回は、以前に私が受け持ったお子さんの中で、全力で新体操に

打ち込んでいた1人の女の子のことを書こうと思います。3年生の

1年間だけ担任をした子で、地域のスポーツクラブに所属して夜遅

くまで練習に励んでいました。とても熱心でしたが、ずば抜けた運

動能力に恵まれていた訳ではなかったので、所属クラブの選手コー

スであるAクラスにはなかなか上がれませんでした。そんな中で、

私が特に強烈に記憶していることが2つあります。その子は、どん

なに練習が夜遅くまでかかっても、絶対に宿題を忘れたことがない

のです。授業中に眠たそうにしていることもあったので、「練習で

夜遅くなってしまったら宿題はやらなくていいから寝て、次の日に

連絡帳に理由を書いてもらえばいいよ。」と言ったのですが、1 年

間で1回も欠かさずに宿題を提出して感心させられました。また、

彼女が友達の悪口を言うのを一度も耳にしたことがありません。何

度A クラスの選抜に落ちても挫けずに挑戦する姿勢につながって

いるように感じました。私は作文教師なので、受け持った子には必

ず作文と詩と日記を書かせていました。その子が書いた作文には、

明確に「夢は、新体操の、日本代表の、オリンピック選手です。」

と書かれています。そして最後に、学年の終わりにすてきな詩を私

にプレゼントしてくれました。仕事がうまくいかなくて落ち込んだ

りした時に、今でも時々 その詩を読んで元気をもらっています。 

さて、その子がその後、どうなったと思いますか？なんと！夢を

叶えてしまったのです。リオ・デジャネイロオリンピックで8位に

入賞した団体の全日本代表新体操チーム「フェアリー・ジャパン」

のメンバーの中に、彼女の名前があります。彼女のことですから、

私が担任から外れた後も、小学校を卒業してからも、きっとひたむ

きに努力を続けたのでしょう。私は、このことを思い返す時、いつ

も「目標をもって努力することの大切さ」を感じます。それがどの

ような夢でも、また今は思い当たる夢が見付けられていなくても良

いのです。大切なのは、自分の生活を注意深く見つめ、何気ない心

の動きや気付きを見逃さないこと、そして、見付けられた時のチャ

ンスを逃さないことです。御家庭でも、そのような生活の実現に向

けて、ぜひお子さんと話し合われてみてください。 


